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社会文化科学研究科と
仏・ストラスブール大学政治学院が

協力協定締結
(2010.7.8）
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社
会
文
化
科
学
研
究
科
と
仏
・
ス

ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
政
治
学
院
は
協

力
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
は
、
人
権
裁

判
所
や
欧
州
議
会
が
あ
る
Ｅ

Ｕ
統
合
の
中
心
地
の
一

つ
で
す
。
同
学
院
と

の
学
術
交
流
は
、
本

研
究
科
の
Ｅ
Ｕ
研

究
に
大
き
な
刺
激

を
与
え
ま
す
。
ま

た
、
東
ア
ジ
ア
の

地
域
統
合
の
可
能

性
や
問
題
点
に
つ

い
て
教
育
研
究
し

て
い
る
「
東
ア
ジ
ア

岡
山
県
、農
林
水
産
省
中
国
四
国
農
政
局
、

岡
山
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
と
、
農
業
分

野
に
つ
い
て
、
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
生
産
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
共
有
し
、
共

同
研
究
の
成
果
等
を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
岡
山
県
農
業
の
一
層
の
発
展
を

目
指
し
ま
す
。　

今
後
、
四
者
は
具
体
的
な
連
携
テ
ー
マ
を

話
し
合
い
、
各
種
施
策
や
生
産
現
場
の
実
情

に
つ
い
て
情
報
交
換
。
人
材
や
設
備
を
提
供

し
合
い
、
共
同
研
究
も
推
進
し
ま
す
。

大
学
、
J
A
グ
ル
ー
プ
、
農
政
局
、
都
道

府
県
の
四
者
に
よ
る
協
定
は
全
国
初
で
、
本

学
の
包
括
・
連
携
協
定
と
し
て
は
28
件
目
と

な
り
ま
す
。

薬
学
部
と
韓
国
・
梨
花
女

子
大
学
校
の
薬
学
大
学
（
学

部
に
相
当
）
は
感
染
症
治
療

薬
の
共
同
研
究
な
ど
を
行
う

交
流
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

同
女
子
大
学
校
は
、
総
合

大
学
と
し
て
１
２
４
年
の
歴

史
を
持
つ
韓
国
有
数
の
名
門

女
子
大
学
。
薬
学
部
の
金
惠

淑
准
教
授
と
同
女
子
大
学
校

薬
学
大
学
の
チ
ェ
・
ソ
ン
助

教
授
は
、
２
年
前
か
ら
感
染

症
治
療
薬
に
つ
い
て
共
同
研

究
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
協
定
に
よ
り
、
治

療
薬
の
候
補
と
な
る
化
合
物

の
選
抜
や
、
化
合
物
が
作
用

す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
析
を

よ
り
効
率
よ
く
行
い
、
難
治

性
感
染
症
の
新
薬
開
発
を
目

指
し
ま
す
。
チ
ェ
助
教
授
ら

が
薬
学
部
を
訪
問
し
て
研
究

を
行
う
ほ
か
、
両
国
で
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
。
ま
た
、
他
学

部
間
の
研
究
や
教
職
員
の
交

流
も
活
発
化
さ
せ
て
い
き
ま

す
。

薬学部と韓国・梨花女子大学校
薬学大学が交流協定締結

（2010.7.12）

埼
玉
大
学
で
行
わ
れ
た
第
37
回

全
日
本
学
生
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

選
手
権
に
本
学
ウ
ェ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
部
が
参
加
し
、
男
子
団
体
で
６

連
覇
と
い
う
快
挙
を
な
し
と
げ
ま
し

た
。ま

た
、
個
人
の
部
で
も
下
坂
恭
平

選
手
が
男
子
56
キ
ロ
級
１
位
、
西
村

義
人
選
手
が
男
子
75
キ
ロ
級
１
位
・

最
優
秀
選
手
賞
を
獲
得
す
る
な
ど
輝

か
し
い
成
果
を
お
さ
め
ま
し
た
。

詳
し
く
は
下
記
の
ウ
ェ
イ
ト
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

全日本学生パワーリフティング選手権で
本学が男子団体６連覇

（2010.5.30）

農業分野で岡山県、農政局、
JAグループと包括連携協定締結

（2010.7.1）

国
際
協
力
・
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」

が
、
欧
州
統
合
と
東
ア
ジ
ア
共
同
体

構
想
の
比
較
研
究
を
展
開
す
る
た
め

に
も
、
非
常
に
重
要
な
意
義
が
あ
り

ま
す
。今

後
は
、
学
生
や
研

究
者
の
交
流
、
Ｅ
Ｕ

や
東
ア
ジ
ア
共
同

体
に
関
す
る
共

同
研
究
を
進
め

る
と
と
も
に
、

両
国
の
文
化
、

科
学
の
進
歩
や

友
好
関
係
の
強

化
に
も
寄
与
し
て

い
き
ま
す
。
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今
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
医
学
部
記
念
会

館
１
階
学
生
食
堂
の
愛
称
に
つ

い
て
、
鹿
田
地
区
の
学
生
・
教

職
員
の
皆
さ
ん
に
公
募
し
、
そ

れ
を
も
と
に
生
協
理
事
会
で
協

議
し
た
結
果
、
上
記
の
通
り
に

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

七
夕
祭
が
津
島
キ
ャ
ン
パ
ス
清

水
記
念
体
育
館
前
で
開
催
さ
れ
、

多
く
の
学
生
や
地
域
の
方
々
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
七
夕
祭
は
学
生
サ
ー
ク
ル

「
L
i
☆
L
u
c
k
」
が
主
催
す

る
も
の
で
、
学
生
の
み
な
ら
ず
地

域
の
方
々
に
も
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
で
、
お
互
い

の
つ
な
が
り
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
昨
年
に
引
き

続
き
２
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
す
。

会
場
に
は
、
わ
た
が
し
や
ヨ
ー

ヨ
ー
、
焼
き
そ
ば
な
ど
学
生
に
よ

る
屋
台
が
多
数
出
店
。
と
り
わ
け

巨
大
な
竹
の
オ
ブ
ジ
ェ
に
よ
る
流

し
そ
う
め
ん
や
ア
イ
ス
の
天
ぷ
ら

は
好
評
で
、
長
蛇
の
列
が
で
き
て

い
ま
し
た
。

中
央
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
う
ら

じ
ゃ
の
演
舞
や
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
演
奏
な

ど
学
生
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

や
、浴
衣
ス
ナ
ッ
プ
コ
ン
テ
ス
ト
、

ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

東
西
通
り
の
北
に
あ
る
緑
の
ト
ン
ネ
ル
を

ご
存
知
だ
ろ
う
か
？　

ケ
ヤ
キ
や
ク
ス
ノ
キ

の
間
を
小
川
が
流
れ
、
車
道
は
す
ぐ
そ
こ
な

の
に
、
セ
ミ
の
声
し
か
聞
こ
え
な
い
。
キ
ャ
ン

パ
ス
の
間
に
ぽ
っ
か
り
で
き
た
異
空
間
。
た
だ

踏
み
込
む
だ
け
で
、
す
ー
っ
と
気
持
ち
が
和や

わ

ら
い
だ
。

津
島
北
キ
ャ
ン
パ
ス
の
東
西
幅
い
っ
ぱ
い

に
延
び
る
こ
の
緑
地
（
長
さ
約
８
０
０
ｍ
、
幅

約
30
ｍ
）
は
、
学
生
の
移
動
を
安
全
、
快
適

に
す
る
た
め
、
１
９
７
６
（
昭
和
51
）
年
ご
ろ

に
計
画
、
整
備
さ
れ
た
。
こ
の
小
川
は
灌
漑

用
水
「
座ざ

主す

川
」
で
、
元
々
あ
っ
た
川
と
周
辺
の

木
立
を
生
か
し
つ
つ
、
遊
歩
道
や
ベ
ン
チ
を
設
け

た
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
が
、
遊
歩
道
を
歩
い
て
み
て
も
学
生

は
皆
無
。
よ
く
来
る
と
い
う
近
所
の
女
性
も
「
学

生
に
は
ほ
と
ん
ど
会
わ
な
い
」
と
話
す
。
東
西

通
り
に
い
た
４
年
生
に
尋
ね
る
と
「
自
転
車
な

の
で
入
ら
な
い
。
中
に
川
が
あ
る
な
ん
て
知
ら

な
か
っ
た
」
と
返
さ
れ
驚
い
た
。
早
ま
る
就
活
に

論
文
、
部
活
…
。
忙
し
い
今
の
学
生
た
ち
に
こ
そ
、

急
い
で
通
り
を
渡
る
だ
け
で
な
く
、
緑
陰
で
過

ご
す
ひ
と
と
き
も
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。

COLUMN

キャンパス
探訪

03
「憩いの緑地」

公
開
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
創

立
五
十
周
年
記
念
館
で
開
催
し
、

地
域
の
方
々
な
ど
約
１
０
０
人
が

美
し
い
音
楽
と
躍
動
感
溢
れ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
し

た
。こ

の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
同
窓
会

総
会
に
先
だ
ち
、
同
窓
生
や
日
頃

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
市
民
の
皆

様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
本
年
は
学
生
サ
ー
ク
ル
「
う

た
う
会
み
み
ん
こ
」
に
よ
る
民
舞

お
よ
び
合
唱
、「
ギ
タ
ー
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
」
に
よ
る
ギ
タ
ー
の
生
演

奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
は
、「
う
た
う
会
み
み

ん
こ
」
の
迫
力
あ
る
「
ソ
ー
ラ
ン

節
」
で
幕
を
開
け
、「
は
ね
こ
踊
り
」

な
ど
の
民
舞
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の

合
唱
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、「
ギ
タ
ー

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
が
ク
ラ
シ
ッ
ク

ギ
タ
ー
で
「
龍
馬
伝
」
や
「
戦
場

の
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
」
な
ど
名

曲
の
数
々
を
披
露
し
ま
し
た
。

 

詰
め
か
け
た
聴
衆
は
、
曲
が

終
わ
る
た
び
に
ス
テ
ー
ジ
に
向

か
っ
て
盛
ん
に
拍
手
を
送
り
、
夏

の
午
後
の
音
楽
会
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

ニュース

岡山大学七夕祭を開催
（2010.7.7）

医学部記念会館学生食堂の愛称が
「Cafeteriaバンビ」に決定

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
津

島
、
鹿
田
両
地
区
で
行
い
ま
し

た
。全

11
学
部
と
マ
ッ
チ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ス
が
、
在
校

生
に
よ
る
学
科
説
明
や
、
模
擬

授
業
、
研
究
室
見
学
を
企
画

し
、
来
学
さ
れ
た
方
々
に
＂
岡

大
ラ
イ
フ
〟
を
紹
介
。
ア
ニ
メ

や
創
薬
を
テ
ー
マ
に
し
た
模
擬

講
義
、
風
力
発
電
実
験
や
農
場

オープンキャンパスに１万３千人
（2010.8.6～2010.8.7）

見
学
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
催

し
で
学
び
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。
昼
休
み
に
は
、
構

内
を
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
カ
ー
が
走

り
、
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
の

実
演
も
。
応
援
団
と
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
は
迫
力
の
演
舞
で
受
験
生

に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
、
２
日
間
で
岡
山

県
内
外
か
ら
延
べ
約
１
万
３
千

人
の
高
校
生
や
ご
家
族
に
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
受
験
生
向
け
の
行

事
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
下
記
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

こ
れ
以
外
の
行
事
に
つ
い
て

も
、
詳
細
が
固
ま
り
次
第
、
随

時
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岡山大学公開
サマーコンサートを開催

（2010.7.3）
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